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３． 楽譜を作ってみよう！ 
さあ、いよいよビースコアを使いながら楽譜を作ってみましょう。  

Step1 では、点字楽譜の基本とビースコアの操作方法を学びながら、一段譜を作って

みます。Step2 ではピアノ譜、Step3 では声楽譜を作ってみます。  

 

３．１ Step1: 最初の楽譜を作ってみよう 
 

では、楽譜づくりの第一歩を踏み出してみましょう。最初は、以下の五線譜を点字楽譜

にしてみます。  

 

©長澤／村上  

図 ３-１ Step１の楽譜  

©長澤は作曲：長澤晴浩、©村上は作曲：村上恭子です。  

３．１．１ 調号と拍子 

五線譜の始めのタイトル、作曲者名、速度記号、曲想の用語などは点字楽譜でも同じ

ように最初に書きます。さらに調号と拍子も五線の行に入る前に書きます。タイトルなどは

後で説明しますので、まずは調号から入力してみましょう。  

１．ビースコアを起動し、 [楽譜の初期設定（１） ]ダイアログで [新規作成]ボタンを押しま

す。  

２．次に  [楽譜の初期設定（２） ]ダイアログで拍子と調号を指定します。  

３．まず調号を選びます。最初は、「調号なし ハ長調・イ短調」になっています。上下

矢印キーで調号を選べます。Step１の楽譜はフラット１つですので、 [↓ ]を押して

「フラット１つ へ長調・ニ短調」にします。  

４．次に拍子を選びます。［Tab］キーを押すと拍子の選択に移ります。最初は「4 分の

4 拍子」になっています。これも上下矢印キーで拍子を選びます。Step1 の楽譜は

「4 分の 4 拍子」なので、このままにします。  
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５．[Enter]キーを押すと、または[OK]ボタンを押すと、フラットが１つある、4 分の 4 拍

子の一段譜の状態で、点字楽譜ウィンドウが開きます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-２ 調号を選択  

 

図 ３-３ 「フラット 1 個」と「4 分の 4 拍子」の点字楽譜ウィンドウ  

①［新規作成］ボタン

を押す 

②調号と拍子を選択 

※Step１の楽譜では、調号を 

「フラット１つ へ長調・ニ短調」 

にする 

③[OK]ボタンを押す 
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拍子や調号などの入力を間違えたときは、 [編集]メニューから [初期設定の変更]→[全

般]コマンドを選んでください。[楽譜の初期設定(2)]のダイアログが開き、再度設定しなお

すことができます。６点入力で直接点字を書き換えることもできます。  

 

３．１．２ 音符 

次に音符を入力していきます。第 1 章や第 2 章で説明したように、音列記号と音符を表

す点字のペアで、ひとつの音が決まります。  

カーソルが五線部（緑の罫）の左端にあることを確認してください。一段譜は最初の行

は、２マスあけるので、 [Space]キーを２回押してください。  

 

図 ３-４ スペースキーを 2 回押して、2 マス空ける  

最初の小節は、第４音列の 2 分音符ファ、第５音列の 4 分音符ド、第 4 音列の 4 分音

符ラです。次のような音程と音列になっています。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-５ 最初の小節  

第 4 音列ファと第 5 音列ド

は、隣の音列で音程 5 度 

 

音列記号が必要 

第 5 音列ドと第 4 音列ラは、隣

の音列だが音程３度 

 

音列記号は不要 

曲の最初の音符の前には音列記号が必要 
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曲の最初の音符の前には音列記号が必要です。1 番目と 2 番目の音符は第 4 音列か

ら第 5 音列に移り、音程が 5 度なので音列記号が必要です。2 番目と 3 番目の音符は、

第 4 音列と第 5 音列ですが、音程が 3 度なので、音列を省略します。したがって  

①  第 4 音列 ２分音符ファ  

②  第 5 音列 ４分音符ド  

③  4 分音符ラ  

の順に入力します。  

 

音列記号の入力 

音列記号を入力するには、 [前記号]メニュー（またはツールバー）から [音列]を選び、

「音列記号」ダイアログを表示します。  

※2 章で説明したように、前記号、音符、休符、後記号、楽譜記号、一般記号は、メニ

ューとツールバーのどちらを使って入力しても構いません。同じ記号が入力されます。図 

３-６などでは２つを並べて説明しています。  

   メニュー              ツールバー  

 

ュー                            

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-６ 音列記号の入力  

著者注）V5.01 では「前置記号」ですが V5.02

以降は「前記号」に変わる予定 
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 「音列記号」ダイアログで、[第 4 音列]ボタンを押します。すると、カーソル位置に第 4

音列の点字が入力されます。  

音列記号は入力する機会が多いので、このダイアログは表示されたままになります。キ

ー操作でダイアログを閉じたいときは、再度 [前記号 ]メニューの [音列 ]コマンドを選び、

「音列記号」ダイアログをアクティブな状態にしてから [Esc]キーを押してください。  

 

音符の入力  

次に音符を入力します。「２分音符ファ」を入力するには [音符]メニューで [２分音符 ]を

選んでから[ファ]を選びます。  

続いて「音列記号」ダイアログで[第 5 音列]のボタンを押し、[音符] メニューの[4 分音

符]を選んでから[ド]を選びます。  

4 分音符のままなので、[ラ]だけを選びます。  

 

                         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 ３-７ 「音符」の入力は長さ、高さの順に  

音符の長さ 

音符の種類 

①2 分音符ファ 

②4分音符ド

③4 分音符ラ 
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ここまで入力すると、図  ３-８のようになります。  

 

 

 

 

 

図 ３-８ 4 分音符ラまで入力したところ  

 

３．１．３ 小節線 

1 小節目はこれで終わりですから、小節線を入れましょう。[楽譜記号]メニューから

[小節線]を選んでください。小節線は[B]キーを押して入力することもできます。  

小節線を入力すると、この後に説明する翻訳が自動で行われ、点字が点字楽譜として

正しければ音符が表示されます。  

 

  

図 ３-９ 小節線を入力したところ  

小節線は[B]キーを押して入力すること

もできます 
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ここでキーボードの[F4]キーを押してみると、入力した楽譜をピアノの音で演奏させる

ことができます。  

３．１．４ 翻訳 

ここでビースコアの翻訳機能について説明しておきます。  

図 ３-８のように、点字の下に赤い線がついているときは仮翻訳の状態です。日本語を

入力するときに、かなを入力して漢字に変換する前のような、「仮」の状態です。  

仮翻訳の小節に対して、赤い線がついている点字の列が楽譜として正しいかどうかを

チェックし、正しければ五線譜を表示、正しくなければエラーメッセージを出します。この

処理をビースコアでは翻訳と呼んでいます。  

翻訳を実行するのは簡単です。 [T]キーを押すだけです。また、小節線を入力すると自

動で翻訳が行われます。入力に間違いがなければ、図 ３-９のように点字の下の赤い線が

消えて、「仮翻訳状態」から「翻訳が通った」状態になり、五線譜が表示されます。  

例えば、楽譜の最初の音符の前に音列記号を入れ忘れると、翻訳が通らずエラーダイ

アログが表示されます。  

 

 

図  ３-１０ 翻訳エラー（音列記号を入れ忘れたとき）  

１か所のエラーについて、たくさんのエラーメッセージが出てくる場合もあります。この

場合、エラーの原因はその中のどれか１つです(エラーメッセージの量は[翻訳]メニューの

[翻訳結果表示レベル設定]で調節することができます)。  

翻訳は、楽譜の最初にある仮翻訳の小節から１小節ずつ行われていきます。エラーが

なければ次の小節を翻訳します。エラーダイアログで [はい (Y)]ボタンを押すと、翻訳エラ

ーがある小節はそのままにして、エラーがない小節は最後まで翻訳するかどうかを選ぶダ

イアログが表示されます。  
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図  ３-１１ 翻訳エラーを非表示にして最後まで翻訳するかどうかを選ぶ  

ここで、[はい(Y)]ボタンを押すと、データ全体で翻訳できる小節は五線譜が表示されま

す。  

再度、翻訳エラーを表示させたいときは、ファイルを保存してビースコアを一旦終了し、

再度起動するか、[翻訳]メニューの[翻訳結果表示レベル設定]で表示レベルを「表示しな

い」以外に変更してください。  

 

 

  

図  ３-１２ 翻訳結果表示レベルの変更  

 

なお、小節の途中までしか入力されていない、小節線がない状態の小節は、翻訳して

もエラーになります。  

翻訳が通った小節は、[F4]キーを押して演奏を聴くことができます。  

３．１．５ 付点 

それでは２小節目に進みましょう。2 小節目には付点が出てきます。付点は後記号なの

で、付点を付ける音符の「後」に入力します。「４分音符ファ」の後に  [後記号]メニュー

から[付点]を選んでください。  

 

「表示しない」以外に変更 
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図  ３-１３  「付点」は音符の後に入力  

 

３．１．６ スラー 

スラーは、２つの音符を曲線で結び、その音符の間は滑らかに演奏するように指示する

記号です。スラーは後記号ですが、最後の音符には付けません。3 つの音符にスラーが

かかっている場合は、1～2 番目の音符の間、2～3 番目の音符の間にスラーの記号を入

力します。  

スラーを入力するときは、[後記号]メニューから[スラー]を選び、「スラー」ダイアログ

を開きます。  左端の[スラー]ボタンを押すとカーソルの位置にスラーの点字が入力さ

れます。スラーも入力する機会が多いので、「スラー」ダイアログは表示されたままになりま

す。  

カーソルを移動させて 4 分音符ファの後、8 分音符ソの前にスラーを入れますが、さて

ここで問題です。スラーは付点の前でしょうか、後でしょうか？ [後記号 ]メニューに並ぶコ

マンドの順番を確認すると・・・、 [付点 ]の後に [スラー ]がありますから、このまま付点の後

に入力すればよいのです。  

それではスラーを入力してみてください。  
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図  ３-１４  「スラー」は音符と音符の間  

スラーの詳しい規則はまた後で説明します。さあ、どんどん先にいきましょう。次の 8 部

音符ソと 4 分音符ラを入力してください。  

３．１．７ 休符 

休符は[休符]メニューから入力します。もし休符に付点が付いているときは、音符と

同様に、[後記号]メニューから[付点]を選びます。  

ここでは 4 分休符を入力します。  

        

 

図  ３-１５   休符の入力  

続いて小節線を入力すると、音符が音列に従って正しい位置に表示され、付点やスラ

ーも表示されます。  
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図  ３-１６   2 小節目の小節線まで入力したところ  

３．１．８ 臨時記号 

3 小節目は、途中に音列記号が必要となる部分があることに注意しながら入力していき

ましょう。  

4 小節目には、4 つの音符にかかるスラーがあります。また、3 番目の音符には臨時記

号があります。臨時記号は前記号です。[前記号]メニューから[臨時記号]を選び、「臨

時記号」ダイアログを開きます。  

ここではナチュラルを入力するので、[ナチュラル]ボタンを押します。  

   

図  ３-１７  臨時記号の入力  

それでは、最後まで入力してみましょう。図  ３ -１８のようになれば、Step１の楽譜は完
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成です。  

 

図  ３-１８   Step１の楽譜完成！  

Step１の楽譜が完成しましたか？ ビースコアでは楽譜に対して、以下の動作を実行

できます。  

 

１． F4 キーを押して演奏を聴くことができます  

２．  楽譜を保存できます  

[ファイル]メニューから[名前を付けて保存]を選び、「名前を付けて保存」ダイアロ

グでファイル名を指定して保存します。また、このダイアログでファイルの種類を変

更すると、他の点字エディタで読み込める形式のファイル（BSE ファイル）、演奏デ

ータのファイル（MIDI ファイル）を出力することもできます。  

ま た 、 ビ ー ス コ ア で 保 存 し た ｂ ｃ ｍ フ ァ イ ル を 無 料 ア プ リ BxConverter で 、

MusicXML ファイルに変換することもできます。※BxConverter 、MusicXML に

ついては２．２章を参照してください。  

３．  五線譜を印刷できます 

[ファイル]メニューの[墨字印刷]を選んで「印刷」ダイアログを開き、 [OK]ボタン

を押すと、五線譜を印刷できます。  

４．  点字プリンタに点字出力できます 

ビースコアがサポートしている点字プリンタにつなげて、 [ファイル ]メニューの [点字

印刷の設定]や [点字印刷]をえらんで点字出力できます。  

５．  点字のファイルに出力することができます  

拡張子が BSE、BRL、NAB の点字ファイルに出力することができます。  

６．  ピンディスプレイに点字を表示できます  
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ビースコアでサポートしているピンディスプレイにつなげて、 [表示 ]メニューの [ピン

ディスプレイの設定]を選ぶと、ピンディスプレイに点字を表示できます。  

 

３．２ Step2: ピアノ譜を作ってみよう 
Step2 ではピアノ譜を作ってみましょう。タイトルや和音の書き方、ピアノ譜のときの、行

の最初の書き方も説明します。Step2 で作る楽譜は図  ３-１９のとおりです。  

 

図  ３-１９ Step２の楽譜  

３．２．１ タイトル・作曲者名など 

Step2 の楽譜はピアノ譜です。  

［ファイル］メニューから［新規作成］を選び「楽譜の初期設定(2)」ダイアログを開きます。

タイトルが日本語なので、言語は「日本語」を選び、調号には、「シャープ 2 つ ニ長調・ロ

短調」、拍子は｢4 分の 4 拍子（C 記号）｣を選びます。  

また、タイトルも入力することができます。タイトルの入力欄は 2 か所あります。「タイトル

など(点字用 漢字不可)」と「タイトル (五線譜・MIDI 用 漢字可)」の 2 つのテキストボック

スです。五線譜・MIDI 用のタイトルは、MusicXML ファイル出力時、MIDI ファイル出力

時に出力したい文字列を書き込みます。点字用のタイトルは、点字出力時に出力したい

文字列を書き込みます。五線譜印刷時は両方のダイアログに書かれている文字列を印刷

します。  

この楽譜では、タイトル「やさしい花」と作曲者名「ブルグミュラー作曲」を「タイトルなど

(点字用 漢字不可 )」のテキストボックスにキー入力しましょう。漢字やカタカナは使わず

に、すべてひらがなで入力してください。また、点字には「分かち書き」という規則がありま

す。詳しくは日本語の点訳規則を知る必要があります。ここでは、「やさしい□はな」で改

行し、「ぶるぐみゅらー□さっきょく」と、□のところはスペースを空けてキー入力してくださ

～
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い。  

ピアノ譜を作りたいので、パートは「その他」を選んでください。その他を選ぶと、 [OK]

ボタンが [次へ ]ボタンに変わります。この [次へ ]ボタンを押すと、パートを選択する「楽譜

の初期設定(3)」ダイアログが開きます。  

  

 

 

 

図  ３-２０  ピアノ譜のときの楽譜の初期設定（その１）  

３．２．２ ピアノ譜のパート構成 

[楽譜の初期設定(3)]ダイアログでピアノ譜を登録します。  

[ト音記号 ]、 [ヘ音記号 ]、 [ハ音記号 ]、 [ピアノ譜 ]、 [歌詞 ]、 [コード ]、 [ゴミ箱 ]、の７つの

パート挿入・削除ボタンがあります。その右側にパートオプションがあります。この楽譜の

パートの数だけ、このボタンのいずれかを押してパートを登録していきますが、必ずパート

オプションを設定してから、パート挿入・削除ボタンを押してください。  

ピアノ譜の場合は、１回押すだけで右手パートと左手パートの１組が登録されます。 [ピ

アノ譜 ]ボタンには、最初の右手と左手の音部記号をト音記号、ヘ音記号のどちらにする

かを選ぶラジオボタンがあります。Step２の楽譜を見ると、右手も左手もト音記号なので、

両方とも「ト音」のラジオボタンを選んでから[ピアノ譜]ボタンを 1 回だけ押し、[OK]ボタン

を押します。  

図  ３-２１のとおりになっていることを確認し[OK]ボタンを押します。すると点字楽譜ウィ

ンドウが開きます。Step１では、五線部のト音記号が１行だったのが、Step２では２行にな

っています。       

 

[その他]を選ぶと 

[次へ]ボタンに変わる 
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パート挿入・削除ボタン   パートオプション  パートオプションを設定してから  

                              パート挿入・削除ボタンを押す  

  

図  ３-２１  ピアノ譜のときの楽譜の初期設定（その２）  

 

図  ３-２２  タイトル、作曲者名付きの、ト音記号 2 個のピアノ譜  

次にそれぞれのパートの行に楽譜の記号を入力していくことになりますが、その前に

「改行」と「段がえ」について説明します。  

② [ピアノ]ボタンを 1 回押す 

③ [OK]ボタンを押す 

① 左手もト音記号にする 
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３．２．２．１ 改行と段がえ 

作成した点字楽譜を点字プリンタに出力する場合、「改行」と「段がえ」が必要です。  

ビースコアでは 1 行のマス数は無制限ですが点字のプリンタでは 1 行が 20 マス、32

マス、40 マスなど特定のマス数までになります。ビースコアで作成した楽譜を点字出力す

る際は、すべての行をこのマス数以下にしなければいけません。  

なるべく小節線の直後、無理なときは拍の切れ目になるところで行をかえます。演奏の

続きはすぐ下の行になります。これをパート内の改行 1といいます。改行を入れたい位置

にカーソルを置き、 [Enter]キーを押してください。行の最初の音符の前には音列記号が

必要です。2 

ピアノ譜や多段譜の場合、同時に演奏される行のかたまりを段といいます。すべてのパ

ートを同じ小節の同じ拍の切れ目で区切り、また最初のパートから順に書くことを、段がえ

3といいます。段がえを入れたい位置にカーソルを置き、 [Shift]+[Enter]キーを押してく

ださい。段の最初のパートには小節番号を書きます。そして 1 マスあけてパート名を書き

ます。最初のパートは小節番号があることで判別できるので、パート名を省略する書式も

あります。 2 番目以降のパートは、パート名が必要です。  

練習番号 (ｘｘｘｘページ )など全パートへの共通設定をする場合は、段がえの入力が必

要ですが、全パートへの共通設定を特に行わず、五線譜や MIDI ファイル・MusicXML

ファイルを作ることが目的の場合（点字出力を行わない場合）、改行・段がえを入れる必

要はありません。  

３．２．３ 小節番号とパート名 

一般的には、ピアノ譜や多段譜など、複数のパートがある場合は、各パートの段の始め

にパート名を書きます。また、最初のパートにはさらにその前に小節番号を書きます。  

ただし、ピアノ譜の場合、小節番号で始まる行が右手の行であることが明解な場合、通

常はパート名の右手記号は省略します。  

さあそれでは入力してみましょう。  

 

(1) 五線部の最初の行にまず「小節番号１」を入力します。［一般記号］メニューから [数

符]をえらび、さらに［数］を選んで「数」ダイアログを開き、［１］のボタンを押します。  

 

 
1 「パート内の改行」はビースコア独自の用語です。 
2 参考文献[2]では、曲の最初の音符の前に音列記号が必要と規定していますが、行の最初は必

須としていません。ビースコアでは、国内の慣習にしたがい、行の最初の音符に音列記号が必要と

しています。 
3 「段がえ」はビースコア独自の用語です。 
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図  ３-２３  小節番号の入力  

３．２．４ パート名 

ピアノ譜のパート名は [楽譜記号 ]メニューの [パート名 ]コマンドでダイアログを開き、右

手のパートのときは [右]ボタン、左手のパートのときは[左]ボタンを押します。  

ただし次の点字に①②③の点があるときは「3 の点」を加える必要があります。左手の 1

小節目は最初が全休符「」で、「３の点」を加える必要がありますので、 [3 の点をつけ

る]チェックボタンにチェックをつけてからボタンを押してください。  

  

図  ３-２４ ピアノ譜の[パート名]入力  

① 数符 

② 数 ③１を押す 

3 の点をつけるチェックボックス 



3-18 

 

それでは Step２の楽譜と同じように小節番号とパート名から入力してみてください。  

右手の 1 小節目に、スタッカート「 」、２小節目に強いアクセント「 」が新しく出てきま

した。これは [前記号]メニューの[スタッカート]、[アクセント]コマンドから入力します。  

  

図  ３-２５ [スタッカート]、[アクセント]コマンドとダイアログ  

右手は、2 小節目を入力すると、32 マス以上になってしまうので、パート内での「改行」

（３．２．２．１章参照）を入れます。2 小節目の先頭にカーソルを置き、Enter キーを押し

てください。パート内の改行後、2 行目以降は、パート名の先頭からさらに 2 マスあけて書

き始めます。  

パート名の後はほとんど Step２の楽譜で出てきた記号で入力できますが、左手の２小

節目に和音がでてきました。和音の書き方を説明します。  
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３．２．５ 和音の書き方 

和音といってもいろいろありますが、ここでは構成するすべての音の長さが同じである

和音について説明します。  

和音を構成する音がすべて同じ長さのときは、音程法（または、音符法Ⅰ、音符法Ⅱ）

で表します。  

楽譜を通じて３つの記法（音程法、音符法Ⅰ，Ⅱ）のうちのどれか１つのみを使います。  

 

 

図  ３-２６  和音を構成する音がすべて同じ長さ  

ここでは音程法を用いることにして、まず和音を書く方向について説明します。  

３．２．５．１ 和音を書く方向 

点字楽譜では和音を横に並べて表すため、  和音を構成する音を低い音から高い音に

向かって書くのか、  高い音から低い音に向かって書くのかが決まっています。   

一般的な規則としては、和音を書く順序は音部記号 (ト音記号、ヘ音記号 )、右手・、左

手記号を表す点字、または注意書きなどによって決まります。  

 

・音部記号も手記号もないとき、左手記号があるとき、または点字でヘ音記号を書いた

とき・・・低音から上へ順番に書きます。  

・右手記号があるとき、または点字でト音記号を書いたとき・・・高音から下へ順番に書

きます。  

 

このように点字楽譜のト音記号、ヘ音記号は、一般的には和音を書く方向を表します。

五線譜の記号と意味が異なりますので、注意してください。  通常は点字でト音記号やヘ

音記号を書きません。音列記号と音符で音の高さが表現できているので、五線譜での役

割は必要ありません。  

和音を書く方向は 1 つの楽譜でパートごとに指定できます。ただし曲の途中で変更す

ることはできません。  

※ビースコアは、音部記号や手記号は和音を書く方向に影響しません。詳しくはｘｘｘ
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で説明しています。  

３．２．５．２ 音程法 

音程法は基準音（基準になる音符）とそれ以外の音符を高低差（音程）で表す方法で

す。  ２度から 8 度（1 オクターブ）までの音程記号があります。   

 

図  ３-２７ 音程記号  

基準音を最初に書き、五線譜上でその音に近い順から音程記号を書いていきます。  

たとえば図  ３ -２８のドミソの和音で、音部記号や手記号を書かないとすると、和音を書

く方向は「低音から上へ」で、基準音は第４音列の「ド」です。「ド」と「ミ」の間は３度離れて

いるので「ミ」を３度の音程記号で表し、さらに基準音から５度離れた「ソ」を５度の音程記

号で表します。  

        

 

 

 

図  ３-２８ ドミソは３度、５度の順に入力  

 

音程記号を入力するには [音符 ]メニューの [和音 ]コマンドを押して [和音 ]ダイアログを

開きます。  

音程記号をラジオボタンで選択し [入力 ]ボタンを押すと画面に音程記号が表示されま

す。和音は何回も連続して入力することが多いので、このダイアログは表示されたままに

なります。  

(同じ高さ) 

1 度 

3 度 

5 度 
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図  ３-２９ [和音]コマンドとダイアログ  

それでは最後まで楽譜を作ってみてください。「段がえ」は 3 小節目の最初で行うこと

にしましょう。  
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図  ３-３０ ２小節目まで入力し、翻訳した様子  

新しい段には、右手は数符、数字の３，マスあけ、3 小節目の右手の楽譜、左手には左

手記号、3 小節目の左手の楽譜・・・ と書いていきます。  

最後まで楽譜を作ってみてください。  

ヘッダ行のレイアウトについては、Step3 で説明します。  

 

右手または左手の 

3 小節目の先頭に 

カレットを移動して

段がえ 

[Shift]+[Enter]キー 
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図  ３-３１ Step２の楽譜完成！（ヘッダ行のレイアウトは Step3 参照）  
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３．３ Step3: 歌詞つきの楽譜を作ってみよう 
Step3 では歌詞つきの楽譜を作ってみましょう。  

 

図  ３-３２ Step3 の楽譜  

[ファイル]メニューから[新規作成]を選び[楽譜の初期設定(2)]ダイアログを開きます。  

  タイトルや歌詞が日本語なので、言語は「日本語」を選びます。  

調号には、「フラット 1 つ ヘ長調・ニ短調」、拍子は｢4 分の 4 拍子｣を選びます。  

[タイトルなど(点字用 漢字不可)]のテキストボックスに、  

もみじ  

さくし□□たかの□たつゆき  

さっきょく□□おかの□ていいち  

と入力します。「作詞」、「作曲」などの項目名を先に書き、そのあとに人名を書くときは、

2 マスあけます。（日本語の点訳規則）  

速度記号「４分音符＝９２」 (1 分間に４分音符を９２回演奏する速さ )があるので、速度

記号のボタンを「あり」を押し、[速度記号…]ボタンを押します。  
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更に開いた [速度記号]ダイアログで、音符は「4 分音符」、付点の数は「（なし）」のまま、

速さ（A から B）の A に「92」 (半角)をフルキーで入力し、B は「0」のままとし、入力ボタン

を押し、「速度記号」ダイアログを閉じて元の[楽譜の初期設定(2)]ダイアログに戻ります。  

パートは「その他」を選んで  [次へ ]ボタンを押し、パートを選択する [楽譜の初期設定

(3)]ダイアログを開きます。  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図  ３-３３  歌詞つきの楽譜の初期設定  

３．３．１ 歌詞つきの楽譜のパート構成 

[楽譜の初期設定(3)]ダイアログで歌詞つきのパート構成を登録しましょう。  

Step３の楽譜は、ト音記号の楽譜と歌詞なので、「ト音」の「指記号あり」、「弦記号あり」

のラジオボタンのチェックを外してから[ト音記号]ボタンを 1 回押します。次に[歌詞]ボタン

を押します。すると、ト音記号の楽譜と歌詞が 1 組の段となる構成が設定できます。タブキ

ーを押していき、 [下からひとつずつ削除 ]ボタンでタブキーを押すと、このリストを読み上

げて確認することができます。ただし、リストの直接編集はできません。  

複数行を 1 組の段とすると、ピアノ譜以外は段の間に空行が入ります。入れたくないと

きは「段間の空行は自動」のチェックを外し、「段の間に空行を入れる」のチェックも外しま

す。  

図  ３-３４のとおりになっていることを確認し[OK]ボタンを押します。  

 

[その他]を選ぶと 

[次へ]ボタンに変わる 
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図  ３-３４ 歌詞つきの楽譜の初期設定（その２）  

すると次のような点字楽譜ウィンドウが開きます。  

 

図  ３-３５ 初期画面  

① 指記号あり、弦記号あり

のチェックを外してから

ト音記号ボタンを押す 

② 歌詞ボタンを押す 

④ OK ボタンを押す 

③ 「段間の空行は自動」のチェックを外し、 

「段の間に空行を入れる」のチェックも外す 
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Step３では、ヘッダ行のレイアウトをきちんと整えます。  

題名は行頭から 6 マス以上あけた位置から書くか、センタリングで書きます。マスあけ

数は偶数とし、2 行以上になるばあいは、2 行目以降はさらに 2 マスあけます。  

作詞、作曲者名などは、通常は、点字ページの右寄せにします。行頭を一番長いもの

に合わせ、縦に揃えます。初期状態では点字ページが 1 行 32 マスなので、この楽譜では

3 行目の「さくし」、4 行目の「さっきょく」の左側に、9 マス、マスあけ（スペース）を入力して

ください。一番長い行の改行マークは、33 マス目にはみ出すことになります。  

また、タイトル・作詞・作曲者名などの一般日本語・英語点字規則と、点字楽譜の規則

との切り替えを示すため、間に空行を入れます。この楽譜では、4 行目の末尾にカーソル

を置き、エンターキーを押して、空行を 1 行入れてください。  

曲の最初の速度記号、用語、調号と拍子は、間に 2 マスあければ 1 行にまとめることが

できます。2 行以上になるときは、2 行目以降の行頭を 6 マスあけます。  

編集によって仮翻訳状態になってしまった行があるときは、T キーを押して翻訳してく

ださい。  

ヘッダ部を整えた後の画面は次のようになります。  

 

図  ３-３６ 初期画面のヘッダ部を整えたところ  
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それでは楽譜と歌詞を入力していきましょう。  

楽譜と歌詞が 1 組の楽譜では、通常は数符なしの小節番号を入れます。  

楽譜の行の行頭から、数符なしの小節番号、1 マスあけの後、楽譜を書いていきます。  

小節番号は、[一般記号]メニューの[数]で開いた [数]ダイアログで入力できます。  

1 小節目：  

数字の１，マスあけ、第 4 音列、4 分ラ、8 分ソ、8 分ファ、4 分ソ、4 分ラ、小節線  

 

 

図  ３-３７ 小節番号、最初の 4 小節のメロディを入力したところ  

次に、歌詞の行を入力しましょう。  

日本語の歌詞でも、日本語の点字規則の分かち書きは行います。助詞の「へ」は「え」、

「は」は「わ」と書きます。ただし、「う」と書く長音を「―」 (②⑤の点 )で書く規則については、

歌詞で用いる長音(②⑤の点)と区別するため、そのまま「う」 (①③の点)と書きます。  

歌詞行での小節線は⑤⑥の点、マスあけの 2 マスになります。ビースコアでは、歌詞の

行でｂキーを押すとこの小節線が入ります。  

日本語の歌詞の文字は、 [楽譜記号 ]メニューの [歌詞 ]、または [一般記号 ]メニューの
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[かな]、または F7 キーで開いたダイアログから入力できます。  

 

歌詞の行は楽譜行よりも 2 マス下げて（行頭を 2 マスあけて）書き始めますので、スペー

スキーを 2 回押します。次に歌詞の識別記号(⑤⑥の点、②③の点)を[一般記号]メニュー

の [開始記号 ]で開いた [開始記号 ]ダイアログで、2 番目の「Let」と書かれている [文字開

始]ボタンを押します。  

 

 

 

 

図  ３-３８ 歌詞の識別記号を入力したところ  

それでは [歌詞ダイアログ ]ダイアログで入力してみましょう。  

最初の２小節の歌詞は、「秋の夕日に」です。ここでは、  

「＿」はマスあけ  

「 -」は分かち書きの途中で小節が変わることを示す③⑥の点（［線をまたぐ一語］のボタ

ン）  

「ー」は音を伸ばす長音を表す②⑤の点  

「｜」は小節線  

としてあらわすと「あきの＿ゆう-｜ひに｜」と入力することになります。  

ここでは、[歌詞ダイアログ ]で入力した場合は、次のようになります。  
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図  ３-３９ 歌詞の入力(1) 

入力ボタンを押すと、歌詞の点字が入力されます。  

 

図  ３-４０ 歌詞の入力(2) 

更に T キーを押して翻訳すると、音符の下に割りふられた歌詞が表示されます。  
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図  ３-４１ 歌詞の入力(3) 

 

3，4 小節目の歌詞は、「てるー＿やま｜もみーじ｜」です。  

 

図  ３-４２ 歌詞の入力(4) 
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図  ３-４３ 歌詞の入力(5) 

 

4 小節入力したら、切りが良いのでここで段を変えます。  

Shift＋Enter キーを押してください。新しい楽譜の行と歌詞の行がいっぺんに 2 行で

き、新しい段ができます。  
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図  ３-４４ 段がえ  

この楽譜の場合は、4 小節ずつで段がえして、入力していきましょう。  

Step3 の楽譜は、次のようになります。  

どちらかの行末にカーソルを置

いて Shift＋Enter キーを押す 

新しい段ができる 
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図  ３-４５  Step3 の楽譜完成！  


